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＜別紙様式２＞研究実績報告書 

 

令和５年度 みどりの食料システム戦略実現技術開発・ 

実証事業のうち農林水産研究の推進（委託プロジェクト研究） 

「ＡＩ画像解析等による次世代穀粒判別器の開発」 

研究実績報告書 

 

Ⅰ．研究の進捗状況等 

今年度も前年度に引き続き、穀粒判別器で取得した米の品質データ及び、全農パールライス

㈱の搗精データ、小課題３にて取得した簡易搗精の判別機データ・歩留率を教師データとして、

歩留推定AIモデルの作成を行った。 

小課題３で低品位の米を収集・簡易搗精を行い、その玄精米およびデータを小課題１、２へ

提供した。 

 

１． 分析データプラットフォームの開発 

前年度から簡易搗精方法を変更する事で、製品精米重量を正確に特定し、低歩留検体の収

集が進んだ。低歩留検体の拡充により、歩留と品位項目の相関関係において新たな考察が成

された。一方、変更した搗精方法での試験及び、令和５年産の簡易搗精の遅れ、検体産地が

東日本に偏重している事から、更なる検体の収集と解析数向上による評価が必要である。 

穀粒判別器品位項目から歩留を予測するAIの精度については、「正解教師データの単一化

処理」「説明変数の追加」「モデルの変更」の３点を進める事で、正答率をはじめ、各評価

指標が向上した。 

 

２．玄精米品質と炊飯米品質を結び付けるための相関性研究 

国内に流通している水稲品種（小課題３で簡易搗精を行った精米）について、米の調理加

工適性を数値化した。具体的には、１）テンシプレッサーによる米飯物性（硬さ、粘り）を

評価し、２）米品質指標である糊化特性データを得た。これらの米調理加工適性データと小

課題３から提供された穀粒判別器検査データとの相関を算出し、炊飯米品質に関連する玄米

外観品質パラメータを抽出した。これまで玄米外観品質と炊飯米品質に関する既知の報告は

ほとんどなかったが、死米および白未熟粒割合が炊飯米の厚みに負の相関を持つことを見出

した。 

 

３．次世代穀粒判別器の開発研究 

玄米測定、精米測定データに加え、小課題２と連携して簡易搗精を行い、容積重、水分、

搗精歩留のデータを取得した。メーカー３社が取得した『精米JAS』メモリを用いた測定を

実施し、一定の範囲内に収まることが確認できた。また、玄米の測定結果から、簡易搗精後

ふるいを行った精米の搗精歩留の予測について、統計分析を行った結果、胴割粒、砕粒に比

較的高い相関がみられた。小課題１で解析を進めている歩留予測のために、測定器の結果の

他、簡易搗精での搗精歩留も提供した。 
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